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私は英語が話せない。ずっとそう思っていまし

た。学校の英語の試験では，それなりの成績がとれ

たのに，英米人を前にすると，会話が続かない。こ

れは「英語が話せない」からだと思っていたのです。

ところが，この固定観念を打ち破るような出来事

がありました。私が NHK の「週刊こどもニュース」

を担当していたときのことです。出演者の中学生の

男女が，外国人観光客に街頭インタビューするとい

う企画でした。

男の子は，頭の中で一生懸命に和文英訳をした上

で話しかけますが，相手から答えが返ってきたら，

それでおしまい。会話が続きません。なんだか私の

若い頃の姿を見るようでした。

ところが女の子は，前もって文章を作ろうとしま

せん。男の子が，「えーと，May I ask ... えーと」

とやっている間に，にっこり笑って，「インタビュー，

OK ？」と相手に迫ります。「きちんとした」英語の

文のやりとりにはなりませんが，知っている英単語

を並べて，にっこり笑うだけで，会話が成立してし

まったのです。

うーむ，これぞコミュニケーションの極意かもし

れないと，私は感心しました。

と同時に，あることに気づきました。それは，自

分が英語を話せないと思っていたのは，そもそも話

すべき内容を持っていなかったからではないか，と

いうことでした。

英米人（あるいは英語を話せる外国人）と会話す

るとき，“How do you do?”と話しかけることは

できても，挨拶が終わったら，それっきり。そのあ

とが続かないのは，話したいと思う内容を持ってい

なかったからです。

どうしても相手から話を引き出す必要に追い込ま

れますと，英語が口から出てくるのです。今から 4

年前，スロバキアに取材に行ったときのこと。かつ

てのソ連軍によるチェコスロバキア侵入の歴史的事

件に関してスロバキアの学者の見解を聞くことがあ

りました。せっかくのチャンスですから，知ってい

る英単語を並べ，必死になって質問します。すると

不思議。会話が成立してしまうのです。あれっ，自

分は英語ができるじゃん，と思ったものです。

去年のクリスマス，以前に中東取材でインタ

ビューしたヨルダン人の研究者が来日。一緒に食事

することになりました。彼はイスラム教徒です。京

都見物から帰ってきた彼と東京都内で食事したので

すが，「日本人の多くは仏教徒だと京都で説明を受

けたが，なぜこんなにクリスマスを祝うのだ？」と

質問攻めです。

この分野なら，質問は想定内。いくらでも答えら

れました。日本ではクリスマスが商業化しているこ

と，仏教が考える来世，日本人の宗教観など，会話

がはずみました。

話すべきことがあれば，会話は成り立ちます。学

校英語で基礎は十分。あとは話す中身を獲得するこ

となのです。もっとも，頭を絞っての必死の会話に

なって，何を食べたか思い出せないのですが…。
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